




































































第二には、チベット訳名による。チベット訳では sari.srgyas phal po 
che sh巴 byaba sin tu rgyas pa chen P,O与imd1oとなっていて、 党語























































































































tavanarp vipulayam avist= 





























































































廻沿伊国。無filI… I Ika）の行列あり、文、 一切の宝の顕
































































































jrmbhitaは、モニエル『究英辞典』によると、動詞 viI jrmbh; to open 
華厳径の経題について (2) 9 






























西晋竺法誕訳（286A. D.）『光讃経』〈正8,147 c) 
於是也・尊坐師子床。有三墜主主恒三盟主主。偉斯定意、自然正受。如其色像。
威演威限示現有1足。
西晋無羅叉訳（291A. D.）『放光般若経』〈正8,1 a -b) 
是時世尊於師子座三味。其三味者名師子遊戯。身放〈以？〉神足感動




玄挺（660-663A. D. ）訳『大般若渡羅蜜多経~ （正7,2 a ;428 a) 
爾時世主字不起干座。復入師子遊戯等持。現神通力。令此三千大千世
界。六種変動。
N. Dutt, Paii.cavirpsatisahasrika prajii.aparamita （以下P. と略記〉
8,5～atha khalu bhagavarps tasminn eva sirhh邑saneri号ar,u:iaキaJ:i
sirhhavikri<;litarp nama samadhirp samapede. ・ 
(2）菩躍の三味
『放光般若経』 （正8,108 c) 
何為師子布迅三！味。仏言。悉総持四禅無形禅解脱禅九次第禅。悉能逆順
入諸三味。於師子哲迅三味起使入蒲依闇三味逮諸法等。





sirphavikriditaJ:i nama samadhir iha subhuta imarp simha-－ vijrmbhitam samadhirp vibharhgarp krtva’注生担皇国旦三主主主＝
dhim 












P. Dutt, 117, 15. 

















P. Dutt, 142. 17. 










































(9,676 c) (10,319bc) 
①境界無硬 境界無碗 asal)ga 充満一切仏 普遍一切 sarva 
剃故 諸仏系lj故 s、，p、h，a，、r，、i;Data
②持無量身 現身無量 担金目~ 悉能往詣ー 親近一切 sarva 
-kaya 切仏故 諸如来故 upasam 
l、~、r》a《》m，、，anata 
③具足無確 伊眼無障 an- 見一切仏明 見一切仏 主LY!!_
浄浮。 avaral)a 自在故 神変事故 vikuruvita 
－段段銀生ta
④至無量処 至処無限 apramaIJa 一切諸仏成 一切如来 sarva 
正覚時悉能 成正党所










仏無休息故｜ I= rabdhata 
普照一切諸｜以智慧光普1sarva
法海故 ｜照一切実法lsamud民
海故 lavabhas a 

















⑪虚空智怒｜等虚空智 Jgagana- l普照一切諸｜以大光網 lsaivadhatu 
放大光網
ina 































































である。仏の行動として言えば、化作 vikuruvitaである。動詞 vi-.;kr 
(to make different , to develop ,produce, to decorate，変容させる、
発展させる、飾る〉からは変現，自在、神通、神変、広大神変等の漢訳語
がある。このように vyuha荘厳と vikuruvita変現、自在の両語を見る




















































(4) 『妙法遊撃経』「大衆」（「大正新修大蔵経」（以下正と略記） 9,8a) 






(7）華厳三祖法蔵『華厳経探玄記』巻ー（（正35',120 c～121 a) 
『荻原雲来文集』 pp.482-493.「華厳経題自の研究」昭和13年。 p3.485, 
1(f厳経の経題について （局 19 
「ga早c:jaは焚雅語 kal).c:jaの転靴なり。此の諮は 「節、 室、立段、各別の部門、
所論、群衆、集団」等の畿に用いらる。転前t語 kal).c:jaは普通に「"lk」の意義に
使用せらるれども、…原雅語の有する諸畿に使用せらるべきことは理在絶言な
り。放に phal・poなる酉蔵訳語を原語の世It撃と見、「集団、会」の滋と解し・・・」
(8）桜部建「華厳という寵について」『大谷学級』 40-3,pp. 84～85.、昭和35年12
月。同「華厳という緩について」『大谷学報』 49-1,pp.23～34.昭和44年6月。
原突「ga早<;la-vyuha題名考」『インド思想と仏教JPP. 21-36.昭和46年。
(9）正8,749C 
